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感染症の基本法則 1：短い期間に複数の人々にうつす 

（倍々ゲーム）。 

 

2.520=2.5×2.5×・・・・（2.5 が 20 個）＝9094 万 9470 人  



 

感染症の基本法則 2：いったん感染して治ると、少なくとも当面

の間は、再び感染することがないし、他人を

感染させることもない（免疫の法則）。



 

 

基本原則１（倍々ゲーム）が働いて、感染が急速に進む。 



 

基本原則２（免疫の法則）が働いて、感染が進まなくなる。 
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各時点の感染者数のイメージ

I（当該時点の感染者数）

よく見るグラフはこちら（対策を講じなくても大規模感染はいつかおさまる） 
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時間

各時点の感染者数、感染経験者数、無免疫者数のイメージ

S（無免疫者）

I（当該時点の感染者数）

R（感染経験者数）

よく見るグラフでは見えない２つの変数がある 

（無免疫者数、感染経験者数） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

非常事態宣言の意味 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

免疫がない状態で非常事態宣言を解除すると？ 
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対策が目指すもの

対策がないと、短期的な損害は大きいが、

早く終息する。

対策があると、医療を守れるが、終息まで

の時間が長引く。対策を長引かせて、ゆっ

くりと免疫をつけるか、ワクチンが利用可

能になるのを待つことになるかもしれない。

医療のキャパシティ

強力な対策で何を守ろうとしているのか？ 

おそらく、感染防止は主目的ではなく、感染スピードを遅らせて、感染ピーク

を下げて、医療を守ることが主目的。 



 

 

 

 

強力な対策はいつまで行うべきか？：ワクチンができるまでかも・・・ 



 

 

 

 

 

社会崩壊・経済崩壊と医療崩壊の狭間で 

強力な感染予防対策（人と人との接触を避けること）を長期にわ

たって続けることは、社会や経済にとってはマイナスになる（人

間は群れで生きる動物）。最大の課題は、社会と経済の損失を最小

限にくいとめつつ、医療への需要が供給を大きく上回る事態を避

けること（「医療崩壊」を防ぐこと）。この課題への答えはまだ示

されていない。 


